
平成 23 年度第２回新潟市男女平等教育推進研究会会議概要 

 
１ 日 時   平成２4 年２月 1７日（金）１５：００～１６：３０ 
 
２ 場 所   新潟市役所白山浦庁舎２号棟４０２会議室 
 
３ 出席者 
（１）委 員（五十音順） 
  岩﨑 正法   亀田中学校教諭 
  大浦 容子   新潟大学教育学部教授 

  杉山 節子   湊小学校長 

  日諸 博美   坂井東小学校長 

  宮薗  衛   新潟大学教育学部教授 
  若山 大輔   横越小学校教諭 
  脇野 範子   早通小学校教諭 
 

（２）事務局 
  宮川由美子   学校支援課総括指導主事 
  清水 久子   学校支援課指導主事 

 
４ 会議内容 
（１）開 会 
 「本日は，男女平等教育資料『指導の手引』の全体計画参考例の見直しを行っていた

だきます。 より現状に即した内容となり，学校での指導を支援し，児童生徒の学習

の充実が図られるよう願っています。見直しには，皆様からの情報提供や率直なご

意見が欠かせません。委員の皆様，よろしくお願いします。」 

 

（２）説 明（事務局） 

男女平等教育に関する情報 

①「平成 23・24 年度 学校教育実践上の努力点」（新潟市教育委員会）より 

○ 「人権を守り共に支え合う社会の推進」を目指す取組として示されている。 

 

②「第３次男女共同参画基本計画」（文部科学省）より 
○ 「子どものころからの男女共同参画の理解の促進と将来を見通した自己形成」， 
「男女平等教育を推進する教育・学習」等の施策が示されている。 



③「第２次新潟市男女共同参画行動計画」（新潟市）６つの目標より 
○ 『目標１』 
「男女の人権の尊重と男女共同参画への理解促進～男女の固定的な役割分担意識

の解消と多様な生き方の尊重～」を受け，次のような取組がなされている。 
○  取組内容 
「学校教育における男女平等教育の推進」の具体的な取組 
・ 自分らしさや男女協力の大切さの啓発 
・ 男女共同参画の視点を踏まえ，主体的な進路選択をする教育の推進 

 
（３）「男女平等教育資料『活用の手引』」の見直し 

①  小学校「全体計画参考例」の見直し 

○ 児童の実態について 

・ 日常の姿，授業や学校行事等で見られる姿を述べ合い，現状を把握する。 

○ 学校生活の各場面での取組について 

・ 実態を踏まえ，育てたい態度，設けたい指導の場について協議する。 

 

②  中学「全体計画参考例」の見直し 

○ 生徒の実態について 
    ・ 学校生活の様々な場面で見られる生徒の姿を述べ合い，現状を把握する。 
   ○ 学校生活の各場面での取組について 

    ・ 各教科・道徳・総合的な学習・特別活動・学校教育全般において育てたい態 

     度や設けたい指導の場について協議する。 
            
５ 閉 会 
 


